
を
反
對

に
し
て

書

い
て
あ
る

。

江
戸
通

、
東
京
通

の
人
が
見

た
な
ら
、

さ

ぞ
さ
ぞ

私
を

山

の
手
贔
負

の
田
舎
者

と
思

ふ
だ

ら
う
と
、
考

へ
る
と
耻

か

し
く
も

可
笑

し
く
も

な

つ
れ
。

あ

る
婦

人
雜

誌

の
記
者

に
も
談

話

し
た

が
、
同
じ
く
仝

月

の
雜

誌

に
載
つ

れ

、
見

て
行
★

と
私

の
話
た

事

に
は

相
違

な

い
が
、
實

に
名
文

と
云

ふ
の

か
艶

文
と

い
ふ

の
か

、
恐

ろ
し

い
美
文

で

巧
み

に
書

い
て
あ
る
、

私

は
何

は
な

し
、
ま
る
で
他

人

の
文
章
を
讀

む
で
ゐ

る
や
う
に
思

へ
た
。
（
九月
三
十
日
）

夏

の
旅

の
疲
勞

、
感
冒

の
コ
ヂ

レ
、
そ

ん
な
事
で
今

だ

に
元
氣

が
な

い
、

研
究
所

の
見
廻
り

も
休

み
勝

で

あ
る
、
な
さ
れ

ば
な
ら
ぬ
仕
事
も

あ
る
が

こ
の
頃

の
多
く

は
半
日
を
蓐

中

に
過
し

て
ゐ
る
。
例

の
暢
氣

か
ら
、
仕

事

は
仕
事

と
し

て
捨

て
ゝ

は
置
て

あ
る
が
、
會

友

か
ら
の
作

品

の
批
評

は
聊

か
氣

に
な

る
、
そ
れ

に
本
月
中
旬

の
深
山

の
秋

を
寫
生

す

べ
★

往
く
處

も

極
ま

つ
★

ゐ
る

の
に
、
ど
う

や
ら
往

け
さ
う

に
も
な

い
の
が
殘

念

に
も
思

は
れ
る
、
併
★

別

に
こ
ゝ

と

い
ふ

て
身

に
痛

み
も
な

く
、
氣

分

に
も
變

り

は

な
し
、
横

に
な

つ
て
好

き
な
書

物

や
雜

誌
に

親
し

む
で

ゐ
ら

る
★

の
は

満

更
惡

い
こ
と

も
な

い
、

そ
し

て
、

こ

の
や
う
に
し

て
も
そ

の
日
を
送

り

得
る

浪

人
生

活
を
難

有
く

も
思

ふ

の
で

あ

る
。
　

（十
月
二
日
）

青
梅

の
鵜

澤
四
丁
氏

か
ら

、
青

梅
鐵
道
會

社
發

行

の
風
景
繪
葉

書
十

七
葉

　
　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

を
贈

ら
れ

た
。

圖

は
多
摩

川
上

流

日
原

の
鐘
乳
洞

、
日
原
川
、
氷
川
渓
流
、

奇
橋

、
瀑

布
等
で

あ

る
。
私
は
曾

て
氷
川
迄
往

つ
て
、
其

幽
透
な
秋

の
美

觀
を
味

つ
た

こ
と

は
あ
る

が
、
日
原

は
ま
だ
知

ら
ぬ
、
聞

く
處
に

よ

る
と

氷
川
に
捻

し

て
猶

一
暦
閑

寂

な
趣

に
富

む
で

ゐ
る
と
云
ふ
。
此

地
の
紅
葉

の
盛

り

は
天
長
節

前
後

で
あ

ら
う
、
青
梅

鐵
道

の
終
點
日
向

和

田
よ
り
七

八
里

、
丁
度

一
晩

泊
り

に
よ
い
處

で
あ
る

、

そ
の
頃
研
究
所

の
秋
季
寫

生

を
此
地
方

に
試
み

て
見

た

い
と
と
も
思

ふ
。
（十
月
三
日）

　
　
附
記

、
此

日
記
抄

は
先

生
が

に
在

り
て
も

の
せ
ら
れ

し
最

も
新

　
　
ら

し
き
遺

稿

に
屬

す
。
本
文

は
十

一
月
號

み
づ

ゑ
原
稿

と
す

べ
く
筆

　
　
執

ら
れ
し
も

の
な
れ
ど
も
混
雜

の
爲

め

一
時

所
在

不
明

な
り

し
處

、

　
　
其

後
遺
稿

整

理
中

、
端
な

く

も
此

の
新

ら
し
き
本
稿
を
發

見

せ
し
か

　
　
ば
★

に
掲
ぐ

る
も

の
な
り
。

　
　
　
　
現
今
英
國

ロ
ー
ヤ
ル
ア
カ
デ
ミ

ー
の
面
々

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　
山

桝

生

年

老

ひ
た
る

幾

多

の
畫
家

が
不
斷

の
勢
力

を
以
★
藝

術
を

己
が
命

と
し
て

働

ら
き
死

に
頻
せ

る
齢

に
至

る

も
尚

飽
き
足
ら
ず
、
白
髪

を
頂
き

て
も
己

が
美

の
理
想

を
何
處

ま
で

も
實

現

せ
ん
と
す

る
彼
等

の
勇
氣

は
繪

の
味

の

未

だ
解

せ
ら

れ
な

い
余

が
感

に
打

た
れ

て
讀

ん
だ

こ
と
で

す
。

　

粗
末

な
抄
譯
な

れ

ど

一
團

六
十
有
余
★
畫

家

が
現
今

回
を
し

つ
ゝ
あ
る

か
を

一
目
伺

ふ
こ
と
が
出
來

る
と
★

ひ
ま

し
た
か
ら

こ
ゝ

に
不
遠
慮

に
か

き
出
し

ま
し
た
。

A
b
b
 
y
,
E
d
w
i
n
 
A
u
s
t
i
n

生
れ

は
米
國

ヒ
ラ

デ
ル
ヒ

ャ
、
當

年
六
十
一
歳

　
既

に
新
聞
雜

誌

の
挿

人
畫

家

と

し
て
有

名
で
あ

つ
た
が
、

二
十
年

ほ
ど

　

前

に
『
五
月

の
朝

』
と
云

ふ
繪

を
★

に
出

品
し

て
會

員

に
あ
げ

ら
れ

た
。

　
其

後
氏

の
名
畫

は

ヱ
ド

ワ
ー

ド
七
世

の
戴
冠

式

や
リ
チ
ヤ
ー
ド

三
世
や



で
あ
る
、
又

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ヤ

州
の
議
事
堂

の
壁
画

や
ボ

ス
ト
ゾ
圖
書

　

館

の
壁
畫

も
氏

が

か

い
た
も

の
で

あ

る
。
昨

夏
長
逝

セ
ラ

ル
ト
傳

ヘ
聞

　

く
。
.

A
l
<
a
-
T
a
d
e
m
a
,
S
i
r
 
L
a
u
r
e
n
c
e
當

年

七
十
七

歳
、
ニ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

に

　
生

れ
た
、
四
十
年
來

ロ
ン
ド
ン
に
住

ま

つ
て
居

る
、
彼

の
繪
★

多
く

は

　

グ

リ
ー
キ

や
古

羅
馬

の
作
品
で

、
有

名

な
の
は
『
愛
す

べ
告
な
ら
わ

し
』

　

と
云

ふ

の
で
此
繪

は
今

テ
ー

ト
美
術

院

に
あ

る
、
英

國
美
術

家

の
成

功

　

者

の

一
人
で
あ

る
、
五
年

程
前

に
功
績

状
を

受
け

た
。

B
a
c
o
 
,
J
o
h
n
h
,
F
 

當

年

四
十

八
歳

、
九
年

程
前

に
『
軍
隊

の
酒
宴
』
と
云

　

ふ
繪
を

か

い
て
名
聲

を
博

し

て
翌
年

こ
ゝ

の
會
員

に
あ
げ

ら
れ

た
、
今

　
尚

氏
は
青
年
畫

家
連

中

の
錚

々
た

る
も

の
で
あ

る
、
氏
は

又
近

代
的

の

　

人
物
畫

に
秀

で
ゝ

居

る
。
B
r
a
m
l
y
,
 
F
r
a
n
k

　
當

年

五
十

六
歳

、
氏

の
作

品
で
有

名
な

の
は
三
年

以

　
前

の
作

の
『
絶

望

の
淵

へ
』
と
云

ふ

の
で

あ
る
、
近

頃

は
肖
像
畫

を
繪

い

　

て
★

る
。

十

七
年
前

に
こ
ゝ

の
會

員

に
あ
げ

ら
れ
た
。

B
r
a
n
g
w
y
n
 
F
r
a
n
k
.

　
一
寸
年
齢

不
明
、

何

ん
で
も

七
年
以
前

に
こ
ゝ

の

　
會

員

に
あ
げ

ら
れ
た
、
氏
は
畫

家

と
し

て
又
プ

リ
テ

イ

シ
ュ
ス
ク

ー
ル

　

の
創

立
者

と
し
て

有
名

な
人

で
あ

る
。
氏

は
建
築
家

の
息
子

で
小
さ

い

　
と
き

か
ら
圖

按
家

と

し
て
有
名
で

あ

つ
た
而
し

て
氏

は
ウ

イ

リ
ア

ム
、

　

モ
ー
リ
氏

の
助

手

と
し
て
數

年
間

働

ら

い
て
居

た
、
そ

の
間

、

み
づ

ゑ

　
油
ゑ
、

エ
ッ
チ

ン
グ
、
鉛
筆
畫

、
圖

按

を
か

い
た
、

氏

の
名
聲

は
故
郷

　
よ
り
も
外
國
★

よ
く
轟
き

て
居
つ

た
。

即
ち
英

國
美
術

の
指
導
者

と

し

　
て
外
國

に
有

名
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

B
r
o
c
k
,
T
h
o
m
a
s
 
當

年

六
十

六
、

彫
刻
家

で
あ
る
氏
は
多
忙
な
境
涯
に

　

あ
り

な

が
ら
澤
山
製
作
物
を

出
し
て

居
る

、
其
間
に

著
し
き
進
歩

を

示

　

し

て
居
る

、
作

品
は

ヴ
イ

ク
ト
リ
ヤ

女

王
陛
下
で
あ

る
『
危

機
一

髪
』
と

　

云

ふ

の
は
チ

ヤ

ン
タ
リ

ー
、
フ
ア
ン
ド

に
買
上

ら
れ
他
の

作
品
は

テ
ー

　

ト
美

術

館

に
あ

る
、

二
十
年

以
前

こ
ゝ

の
會
員

に

せ
ら
れ
た
。
　

　

B
r
o
w
n
,
J
A
.
A
r
n
e
s
b
y
 
當

年

四
十

七
歳
、
風
景
畫

家

で
氏

の
腕

の
大
部

　

分

は

ハ
ー
コ

マ
ー
學

校
で
養

は
れ
た
八
年
以

前

に
こ
ゝ

の
會
員

と
せ
ら

　

れ
た
、
名

作

は
『
朝
』
又
は
『
銀

の
如
き

朝
』
と
云
ふ

の
が
有
名

で
あ

る
、

　

氏

の
繪

は
何
と
な
く

人
を

し
て
信

服

せ
し
む
樣

子

が
あ

つ
て
頗
る
高

　

尚

な
繪

を
仕
上

る
性

だ
。

　

　

　

　

　

　

　

　

C
a
m
e
r
o
n
,
D
.
Y
.
 
當

年
四
十

八
歳
、

民
は

み
づ

ゑ
も

エ
ツ
チ

ヅ

ン
グ
も

　

ど
ち
ら
も
味

い
、

つ
ド
昨
年
の
、正
月
會
員

と
せ
ら
れ

た
、
今
は

ロ
ー
ヤ

　

ル
、

ス
コ

テ
イ

シ

ュ
會
、

ロ
ー
ヤ
ル
、
ウ

オ

ー
タ

ー
、

カ
ラ
ー
の
會

員

　
で

あ
る
。
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

C
l
a
u
s
e
n
.
G
e
o
r
g
e
 

五
十

一
歳
、

氏

の
若

い
時
分
に
は

ア
カ

デ

ミ
ツ

ク
流

　

の
畫

風

か
ら
新

ら
し
き

流
派

を

出
さ
ん
と
ま
で

に
望
を
囑

さ
れ
て
居
た

　

人
だ
、
然

し
今

し
於

て
も
★

張

技

術
の

進
歩

の
爲

め
に
は
鋭

い
同
情

家

　

で
あ
る

主

に
農
夫

の
生
涯

を
か

い
★
居

る
、
『
門

の
そ
ば
』
と
か

『
落

穗

　
拾

ひ

の
か

へ
り
』

と
云

ふ

の
は
名

作
だ

、
氏

は

ロ
ー
ヤ

ル
ウ

オ

ー
タ
ー

　

カ

ラ

ー
ソ
サ
イ

テ
ー
の
會

員

で
も
あ

る
。

C
o
l
t
o
n
.
W
i
l
l
i
a
m
r
o
b
e
r
t
 
當

年
四
十
六
歳
、
彫

刻
家

、
有
作
　

『
腰
帶
』

　
『
思
春
期

』
な
ど
、
今
は

こ
ゝ
の

彫
刻

の
敎
授

の

一
人
で

あ
る

。

C
o
p
e
,
A
r
t
h
u
r
 
S
t
o
 
l
d
a
l
e
 

有
名

な

歴
史
畫

家

シ
ー
、
ダ

グ
ル

ユ
ー
、
コ
ー



　

プ
氏

の
息

子
、
當
年
四

十
六
歳
、
人
物
畫

家

、

エ
ド

ワ

ー
ド
七

世
、
獨

　

逸
皇

帝
、

ロ
バ
ー
ト
王
、

キ
ッ

チ
ナ

ー
王
其

他
色

々
の
高
貴

人
物
畫

が

　

あ

る
、

氏

は
昨
年

こ
ゝ

の
正
會
員

と

せ
ら
れ

た
。
C
o
w
p
e
r
,
F
r
a
n
k
 
C
a
d
o
g
a
n

　
氏

は
當
年
未

だ

三
十
六
歳
、
セ

ン
ト
、
ジ

ヨ

　

ン
の
木

彫
會
及

口
ー

ヤ
ル
、
ア
カ

デ

ミ
ー
、
ス
ク

ー
ル
に
學

び
し

後
ア

ベ

　

ー
氏

の
畫
室
で
六

ヶ
月
働

ら

き
、
其

後
六
年

か
ゝ

っ
て
獄
屋

に
於

け

る

　

セ
シ

ト
、

ア
グ
ネ

ス
ガ
天

か
ら

白

い
輝
く
衣

を
頂
戴
す

る
所

の
繪

を
か

　

い
た
、
此
繪

が
彼

の
大
な

る
成
功

を
な
さ

し
め
て
、
其
年

に
こ
ゝ

の
會

　

員

に
あ
げ
ら
れ
た

。
尚

ロ
ー
ヤ

ル
、
ウ

オ
ー
タ
ー
カ

ラ
ー
の
會

員
で

も

　

あ
る
。

D
a
d
i
s
,
H
e
n
r
y
 
W
 
B
a
n
k
s
 

當
年

八
十
歳

の
老
人

、

ロ
ー
ャ
ル
ア
カ
デ

ミ

　

ー
ス
ク

ー
ル
で
學

ん
だ
其
間

に
二
回

も
賞
牌

を

受
け
た
、
風
景
畫

家

で

　

名

作
は
『
羊

の
歸
り

』
『
夜

の
幕
』
で
あ
る
。

D
I
c
k
s
e
e
 
F
r
a
n
k

氏

の
御

父
さ

ん
は
有
名

な
畫

家

で

テ
イ
ー

エ
フ
、
デ
ツ

　

ク

シ
ー
と

い
ふ
人
、
當

年

三
十

六
歳
、
幼
少

の
時

分
か
ら
特

別

に
畫

の

　

能
力

が
あ

つ
た
、

二
十

四
歳

に
な

る

や
な

ら
ず

に
『
調
和
』
‥
‥
と

云

ふ

　
繪

を

か

い
て
正
會
員

に

あ
け

ら
れ
た
、
他
に

『
二

つ
の
王
冠
』
と

い
ふ
繪

　

が
あ

る
、
皆
想
像

的

な
構
圖
で
あ

る
。

D
r
u
r
y
,
E
d
w
a
r
d
 
A
 
B
r
i
s
c
o
e
 
當

年

五
十

六
歳
、
氏

の
美
術
敎

育

は
オ

ツ

　

ク
ル

ホ
ー

ル
ド

の
美
術
學
校

に
始

ま
り

、
引

き
續

い
て
、
サ
ウ

ス
、

ケ

　

ン
シ

ン
グ
ト

ン
の
學
校

で

や
り
、　
パ
リ
の
ダ

ロ
ー
の
元
で
完
成

し
た

、

　

而
し
て
繪
畫

彫

刻

の
近

代
的
復
活

を

呼
ん
だ
人
だ
。

E
a
s
t
,
S
i
r
 
A
l
f
r
e
d
 

當

年
六
十
四
歳
、

氏

の
敎

育
は

グ
ラ

ス
ゴ
ー

の
美
術

　

學
校

及
パ
リ
で
あ

る
、

外
國

の
批

評
家

は
氏
を
眞

の
英
國

美
術

の
代
表

　
家

の
人

だ
と
評
し

て
居

る
位

だ
、
尚

氏

は
英
國

美
術
家

協
會

の
総

裁
で

　

あ

る
し

エ
チ
ヅ

ン
グ
協
會

の
會
員

で
も

あ
る
。

F
a
r
q
n
h
a
r
s
o
n
,
J
o
s
e
p
h
 

風
景
畫

家

、
當
年

六
十
六
歳

、
氏

の
最

も
名

作

　

は
『
う
れ

し
く
な

い
冬

の
日
』
と
云
ふ

の
で
あ

る
、

一
體
氏

は
雪

に

つ

い

　

で
は
特

に
面
白

い
題
目
を
捕

へ
る
人

だ
。

F
i
l
d
e
w
,
S
i
r
 
L
u
k
e
 
當

年

六
十

九
歳
、

氏

は
サ
ウ

ス
、
ケ

ン
シ

ン
グ
ト

の

　
學
校

で
美
術

を
研
究
し
次

い
で

口
ー
ヤ
ル
、

ア
カ
デ

ミ
ー
で
勉
強

し
た

　

三
十

七
歳

の
と
き

に
處

女
作

を
出
品
し
た

そ
れ

は
『
不
慮

の
見
張

番
』
と

　

云

ふ

の
で
あ
る
、
近
頃

の
作

品
は
『
醫
者
』
『
エ
ド
ワ

ー
ド
七
世

』
等
か

い

　
れ

、
十
四
年

程
前

に
こ
ゝ

の
正
會

員
と

せ
ら
れ
た
。

F
i
s
h
e
r
.
M
a
r
k
 

米
國

ボ
ス

ト

ン
生
れ
だ

が
、
両
親

は
英

國
　
始

め

ロ
ー
ウ

　

ヱ
ル
研
究
所
で
勉

強
し

た
が

二
十
歳

の
と
き
佛

國

パ
リ
に
行

き
暫

ら
く

　

の
間
、

グ

レ
イ
ヤ

ー
の
畫

室

で
研
究

し
た
、
後

程
間
も
な
く
英
國

に
移

　
轉

し
た

、
風
景

を
常

に
か

い
て
居

る
人
だ
、
當

年
幾
歳

か
わ

か
ら
ぬ
。

F
o
e
b
e
s
.
S
t
a
n
h
o
p
e
 
A
l
e
x
a
n
d
e
r
 

五

十
六
歳
、
氏

は
ラ

ン
べ
ス
の
美
術
學

　
校

か
ら
腕
を
練
り

始

め
て

ロ
ー
ヤ

ル
、
ア
カ
デ
ミ
ー
、學

校

を
修

業
し
、

　

パ
リ

の
ポ

ー
ナ

ー
氏

の
畫

室

で
研

究
し

、
英
國

に
か

ヘ
り

ユ
ル

ン
オ

ー

　

ル
に
住

居
し
た

氏

は
か

の

ニ
ュ
ー
リ

ン
學

校

の
實

に
秀
才
で
あ

つ
た

、

　
彼

の
繪

は
氏

の
住

宅

の
近
傍

の
も

の
ば
か
り
だ

、
名
作

は
テ

ー
ト
美

術

　
館

に
あ
る
『
花
嫁

』
と
云

ふ
の
で

あ

る
。

F
r
a
n
m
p
t
o
u
,
S
i
r
 
G
e
o
r
y
e
 
J
a
m
e
s
　

今

日

の
彫
刻
家

と
し
て
最
も
有
名

な
一

　
人
で

あ
る
、
當
年

四
十

二
歳

、
最
初
フ

ラ

イ

ス
氏

の
元
で
學

び
後
ロ
ー











　

ヤ

ル
ア
カ
デ

ミ
ー
に
入
學

し

て
金
脾

を
得

た
、

氏
は
尚

英
國
美
術

家
協

　

會

の
名
譽

委
員
で

あ
る

。

G
o
w
,
A
n
d
r
e
w
 
C
a
r
r
i
c
k

　

當
年

六
十
五

歳
、
歴

史
畫

家
、
名
作

は

『
丘

　

の
上

の
ク

ロ

ン
ウ

エ
ル
』

と
云
ふ

の
で
あ

る
。

G
r
a
h
a
m
,
P
e
t
e
r

　

當
年

七
十
六
歳

、
氏
は

蘇

國

風
な
沼

地

の
風
景

ゃ
黒

　

い
波
が
岩

に
ぶ

つ
か

る
繪

を
か

い
た
が
其
内

に
莊

嚴

な

ロ
ー

マ

ン
チ
イ

　

ズ

ム
な
所

を
見
受
け
る
繪

で

あ

る
。
A
a
c
k
e
r
,
A
r
t
u
r
　

彫

刻
家

エ
ド

ク
ー
ド
、

パ
ー
カ
ー

の
子
息

バ
リ

の
ポ

ー

　

ナ
の
弟

子
、
氏

の
名
作

は
天
使

が

マ
リ

ア
に
ク
リ

ス
ト
誕
生

を
通
告

す

　

る
繪

で

あ
る
。

H
e
m
y
,
C
h
a
r
l
e
s
 
N
a
p
i
e
r

　
六
十

二
歳
、

レ
イ
ス

男
爵

の
弟

子
、
先

生
の

　

感

化
が
及
ん
で
海

と
か
荷
物

の
出
入

の
水
夫

や
漁
夫

が
上
手
で
あ

る
就

　

中
『
に
し
ん
』
及
『
ロ
ン
ド

ン
川
』
の
二

つ
は

名
作
で

あ
る
。

H
o
r
k
o
m
e
r
,
S
i
r
 
H
u
b
e
r
t
 
V
o
n
 

當
年

六
十
四
歳
、

み
づ

ゑ
も
油
繪

も
白

　
と
黒
で

か
く
繪

も

エ
ッ
チ

ン
グ
も

メ
ゾ
チ

ン
ト
の
彫

刻
家

と
し
て
も
亦

　

石
版
畫

も
金
屬

彫

刻

も
皆

味

か
つ
た
繪
畫

に
於

て
の
名

作
は
『
鑄
治
家

』

　

及
び
禮
拜

堂
な

ど
で

あ
る
。

I
h
n
,
W
i
l
l
i
u
m
 
G
o
s
c
o
m
b
e

　

四

十

二
歳

、
彫
刻
家
、
英
國
で
勉

強

し
た

　

後
ヨ
ー
ロ

ツ
パ

及

び
亞
フ
リ
カ

行

き

パ
リ
に
と
ゞ

ま
り

、

ロ
ン
ド

に

　
歸

り
名
を

な
し
た
、
『
遊
ぶ

子
供
』
と

云
ふ

の
は
名
作
で

あ

る
。L
a
 
T
h
a
n
q
u
e
.
H
e
n
r
y
 
H
e
r
b
e
r
t

　
年
齢

不
明
、
パ
リ

に
遊

ん
だ

名
作

は

　

『
大
鎌

を

も
ち
た

る
男
』
と
云
ふ

の
で
あ

る
。

L
a
r
e
r
y
,
J
o
h
n
 

五
十

五
歳

、

ア
イ

ル
ラ

ン
ド

の
人
、
グ
ラ

ス
ゴ
ー
、
パ
リ

　

ロ
シ
ド

ン
で
勉
強

し
た

、
重

に
自

我
像

を
か

い
た

人
で

あ
る
、
數
ヶ

月

　

以
前

に
こ
ゝ

の
正
會

員

と
せ
ら
れ
た

。L
e
a
d
e
r
,
B
w
i
l
l
i
a
m

　
七
十

一
歳
、
氏

は
自
然

の
代
表
者

と
云

つ
て
よ

い

　

位
如

何
な

る
景
色
で

も
か

い
て
居

る
。L
o
s
l
i
c
,
G
 
D
u
n
l
o
p

　
チ

ヤ
ー

ル
ス
、

レ
ス
リ
ー
の
子

に
當

る
當

七
十

八

　

歳

、
若

い
と
き
は
家
庭
内

の
題
目
を
撰

ん
だ
が
今
は
昔
風

の
こ
ま
か

い

景
色
畫

を
か

い
て
居

る
、
其
等

の

一
と
し

て
有

名
な

る

『
荒
れ

た
る
水
車

　

小

屋
』
と

云

ふ
の
が
あ
る
。

L
u
c
a
s
.
J
o
h
e
n
 
S
e
y
m
o
n
r
　

六
十
四
歳

、
歴
史
畫

を

か
き
浮
世
繪

風

の
も

　

の
を

か
き
肖

像
を

か
く
、
氏

の
名
作

の

一
と

し

て
は

ロ
ー
ヤ
ル
、

エ
キ

　

ス
チ
ヤ

ン
ジ

の
壁
畫

て

あ
る
そ
れ

は
征
服
者

ウ
イ
リ

ア

ム
が

ロ
ン
ド

ン

　

市

に
憲

法
を
發

布
す

る
所
で

あ
る
其

他
『
謀
叛
人
追

補
』
等

で
あ

る
。

M
a
c
k
e
n
n
a
l
,
B
e
r
t
r
a
m
　

メ
ル
ボ

ル

ン
生
れ
今
年

五
十

歳

、
彫

刻
家
、

も

　

と
パ

リ
で
勉

強
し
た

、
傑
作

は
『
エ
ド
ワ

ー
ド

七
世
』
に
『
地
球
』
な
ど
で

　

あ

る
。

M
u
r
r
a
y
,
D
a
v
i
d

　
常
年
六

十
四
歳

、
畫

家

と
な
る
前
十

一
年
間

と
云

ふ

　

も

の
は
或

る
商
賣

を

し
て
居

た
、
氏

の
傑

作
は

『
私

の
戀

人
が
船

で
去

　

る
』

と
か
『
城
砦
』
の
景

色
等
で

あ

る
。
　
　

　
　
　
　
　
　

N
o
r
t
h
,
J
 
w
i
l
l
i
a
m

氏

は
水
繪

に
も
油
繪

に
も
秀
で
ゝ

居
る
、
實

に
氏

は

　
自

然
を
詩
的
に

眺

め
る

の
特
質
を

供
へ

て
居

る
人

、
で
有

名
な
作

品
は

　
『
冬

の
日
』
と
云
ふ
な
ど
で

あ
る
、
英
國

水
繪
畫

會

の
會
員

で
も
あ

る
。

O
r
b
e
n
,
W
i
l
l
i
a
m
 

當
年

三
十

六
歳

、
ダ
ブ

リ

ン
及
ス

レ
ー
ド

の
學
校

に

　

て
修

業
し
青
年
畫

家
と

し

て
の
屈
指

の

一
人
で

あ

る
、
未

來

に
大

に
望



　

を
囑
さ
れ

て
居
る
。
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

O
u
l
e
s
s
,
W
 
w
i
l
l
i
a
m
　

ザ

ー

セ
ー

生

れ
で

四
十
年
前

に

ロ
ン
ド

ン
に
來

た

　

當

年
六

十
五

歳
、
肖

像
畫

家

で

あ
る
。

P
a
r
s
o
n
,
A
l
e
r
o
d
　
當
年
六
十
六

歳
、

二
年
間

程
郵
便
局

の
貯
金
部

の
役

　

人
で
あ

つ
た
が

ハ
ー
バ

ー

の
雜

誌

の
挿

入
畫

家
と

し

て
有
名

で

あ

つ

　

た
、

其
後
風
景

を
畫

き

水
繪

及
油
繪

の
大

作

を
な

し
て

居

る
。

P
e
g
r
a
m
,
H
 
A
l
f
r
e
d
　

五
十

一
歳
、

彫
刻
家

で
、
傑
作

は
『
女

う
ら
な

い
』

　

『
イ
グ

ニ
ス
、

フ
ア
チ

ュ
ア

ス
』
等

で
あ
る

。

P
o
m
e
r
o
y
.
F
 
w
i
l
l
i
a
m

　
氏

は

ロ
ー

ヤ

ル
、

ア
カ

デ
ミ
ー
で

金
牌

を
得

た

　
こ

と
が

あ
る
、
彫

刻
家
で

あ

る
、
英
國
議
事

堂

の
爲

め

に
グ
ラ
ツ
ト

ス

　

ト

ン
の
像

を
作

つ
た

こ
と

が
あ

る
『
恐
ろ
し
き

女
豫
言
者
』
と
云

ふ
は
氏

　

の
傑
作

て
あ

る
。

P
o
y
n
s
t
e
r
,
S
i
r
 
E
d
w
a
r
d
 
J
o
h
n
,
B
a
r
t
 

建

築

家
の
子
で
あ

つ
た
常
年

七
十

　

七
歳
、
大
作

と
し

て
は
『
エ
ジ
プ

ト
』
の
『
イ

ス
ラ

エ
ル
人
』
と
か

『
エ
ス

　

カ

ラ
ピ
ヤ

ス
を
訪

ふ
』

と
か
『
ソ

ロ
モ

ン
と

セ
バ

女

王
と

の
會

合
』
な
ど

　

あ
る
。

R
i
c
h
m
o
n
d
,
S
i
r
.
W
 
B
l
a
k
e
.
K
.
C
.
B

　
ジ

ヨ
ー
ジ

リ
チ

モ

ン
ド

の
子
當

　

年
七

十

、
肖

像

を
巧

み
に
か
き
又

セ

ン
ト
ポ
ー

ル
寺

の
モ
サ
イ
ク

の
装

　

飾

の
氏

の
作

と
し

て
有
名
な

も

の
で

あ
る
。

R
i
v
i
e
r
s
.
B
★
★
t
o
n

　

當
年

六
十

二
歳
、
動

物
畫

が
氏

の
專
門

と
で
も

云
ふ

　

べ
き
だ
。

S
a
n
t
,
J
a
m
e
s
.

　

當
年
九

十
三

の
高
齢

、

氏
は
尚

相
變

ら
す
ブ
リ

ン
グ

ト

　

ン
ハ
ゥ

ス
の
出
品
者
で
肖

像

を
主
と
し

て
畫

い
て
居
ら
る
、（

ヴ
イ
ク
ト

　

サ

ヤ
女
王
か
ら
一
般
畫

家

の
長

だ

と
仰

せ
ら
れ

て
居

る
。

S
a
r
g
o
n
t
,
J
 
S
i
n
g
e
r
 

米
國

系

を
引

い
て
居
る

　

當

年

五
十
七
歳

、
氏

の
出

品
は
サ

ロ
ン
が
始

め

て
ゞ

あ
る

、
氏

の
名

作

　

に
は
百
合
、

バ
ラ
の
立
派
か
作
が

あ

る
、
尚

英
國
水
彩
畫

會

の
會
員
で

あ

る
。
　

S
h
a
n
n
o
n
,
C
h
a
r
i
e
s
 
H
　

氏

は
装

飾
的
な
繪
を
畫

く
人

で
あ
る

、
線

の
美

　

表

情

の
高
尚

、
色

の
豐
富

な
こ
と
は
氏

の
特

長
で

あ

る
。

S
h
a
n
n
o
n
,
J
J
b
★
s
a

　
米
國
生

れ
で
當

年
五

十

一
、
肖

像
畫

家
で

あ
る

中

　

に
も
『
娘

の
花

』
と
云
ふ
の
は
氏

の
名
作

で
あ
る
。

S
h
o
r
t
.
F
r
a
n
k
　

五
十
六
歳

、
始

め
は
機
械
師

で

あ

り
た
が
畫

家

と
な

つ

　

た
、

水
繪
畫

家

と

し

て
も
え
ら

ひ
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

S
i
m
s
,
C
h
a
r
l
e
s
 

四
十
歳
、
パ

り
に
も
行

き
て
勉
強

し
た
、
今
年

一
年

に

　

氏

の
腕

の
上
達
が
見

受
も
れ

る
『
泉
』
と
云

ふ
の
は
氏

の
傑

作
、

英
國
水

　

彩
畫

會
員
で

も
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

S
w
y
 
t
h
e
 
L
i
o
n
e
l
 
P
e
r
c
y

　
六

十

二
歳

、
み
づ

ゑ
も
油

も
出
來

る
主

に
田

　

舎

の
景

色
を
畫

い
て
居

る
、
水
繪

の
『
若
芽
』
と
云
ふ

の
は
氏

の
傑

作
で

　

あ
る
。
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

S
o
l
o
m
o
n
,
S
J
o
s
e
p
h

　
五
十
★

歳

、

バ
リ
に
も
長

ら
く
居

た
、

近
頃
は

　
肖

像
を

か

い
て
居
た

が

、
此

頃
は
再
び

又
た

想

像
的
な
畫

ん
か

い
て
居

　

る
。

S
t
o
k
e
s
,
A
d
r
i
a
n

　

五
十
九

歳
、
風
景
畫

家
で
あ

る
。
畫

風

は
半
裝

飾
畫

　

風
で
あ

る
、
『
高
地
と
空
』
及
『
秋

の
山
』
は
氏

の
傑

作
で
あ

る
。

S
t
o
n
e
,
M
a
r
c
u
s
 

フ
ラ

ン
ク

ス
ト

ン
の
子
、

當
年

七
十

三
歳
、

五
十
年

來



　

氏

は
ア
カ

デ

ミ
ー
に
出
品

し

て
居
ら

る

る
、
若

い
と

き
に
は
本

の
中

に

　

歴

史
畫

を
好

ん
で

か

い
て
居
た

、
今
年

は
『
六
月
』
と
云
ふ
題

で
少
女

の

　

書
を

出
品

し
て
居

る
。

S
t
o
e
r
y
,
G
 
A
d
o
l
p
h
u
s

　
七
十
九
歳

、
人
物
を
か
く

但
し

想

像
的
浮

世
繪

　

風

の
構

圖
が
誠

に
正
確

で
あ

る
、
甞

て
は

ロ
ー
ヤ

ル
、

ア
カ

デ

ミ
ー
の

　

透

視
畫

の
敎
師
★

も
あ

つ
た

。
S
t
o
t
t
.
E
d
w
a
r
d
 

當

十

五
四
歳

、

バ
リ

に
行

き
カ

ロ
ラ

ス
デ
ラ

ン
及
カ
バ

　

ネ

ル
の
元

で
勉

強

し

た
今

も
其
感

化

の
跡

が
見

え
る
、
主

に

田
園
生
活

　

を
題

目
に
取

つ
て
居

る
。

S
t
r
a
n
g
,
w
i
l
l
i
a
m
 
五

十

四
歳

、

エ
ツ
チ

ン
グ
も

味

い
、
畫

と
て
は
装

飾

　

的
な

も
の
が
主
で
あ

る
。

T
h
o
r
n
y
 
c
r
o
f
t
.
W
H
a
m
o
　

御

父
さ

も
御

母

さ
ん
も

彫

刻
家

で

あ

つ
た
、

　
今
年

六
十

三
歳
、

口
ー

ヤ
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
ス
ク
ー

ル
時
代

に
金

牌
を

も

　
ら

つ
た
、
氏

の
傑

作
は

ロ

ン
ド

ロ
の
岸

に
立

て
る

グ
ラ
ド

ス
ト

ン
の
紀

　
念
像

及

ト
ラ

フ
ル
ガ

ー
四

ッ
辻

に
あ
る
ゴ

ル
ド

ン
紀
念
像
並

に
ウ

エ
テ

　

ト

ミ
ン
ス

タ
ー
に
あ
る
ク

ロ

ン
ウ

エ
ル
の
像

な
ど
で

あ
る
。

T
u
k
e
,
★
　
S
c
o
t
t

　
五
十

五
歳
、

イ

タ
リ

ー
に

一
年

、

パ
リ

に

二
年

行
き

　

て
勉

強
し
た

、
氏

の
作

品

に
は
漁
夫

や
水
夫

の
游

ん
で
居

る
所
が
畫

の

　
題

目
と
な

つ
て
居

る
、
其

他
『
ボ

ン
プ
を
使

つ
て
居

る
人

々
』
『
八
月

の

　
綠

』

な
ど

は
名
作

で
あ

る
。

w
a
t
e
r
h
o
u
s
e
,
I
 
w
i
l
l
i
a
m

　
想

像
畫

を
か
く
人
で

あ
る
、

當
年

六
十

四
歳

　
即

ち
氏

の
作

品
は
大
多
數
神

話

の
如
き
も

の
で

あ

る
『
魔
術

の
環
』
と
云

　

ふ
の
は
非
常

に
よ

い
。

w
a
t
e
r
 
l
o
w
,
S
i
r
 
E
 
A
l
b
e
r
t

　

氏

は
英

國
水
彩
畫

協
會

の
總

裁
で
あ
る
、

　

當
年

六
十
二
歳

、
風
景
畫

に
於

て
氏

の
代
表
的
作
品

は

『
ガ

ル
ラ

エ
ー

　

の
む
だ
ば

な
し
」
後

程
純
粹

な
る

風
景
畫

を

か

い
て
居

る
。

W
o
o
d
,
F
 
D
e
r
 
w
e
n
t
 

イ

ン
グ

ラ

ン
ド
生
れ
當

年

四
十

一
歳
、
然
し

御
父

　

さ
ん

は
ア

メ
リ
カ

人
、
彫
刻
家
で

あ
る
。

W
o
o
d
 
H
e
n
r
y
 

當
年

六
十

七
歳

、
二
ッ

の
美

術
學
校
を
修
業

し
た

後
、

グ

　

ラ

フ
イ

ク
と

い
ふ
一
雜誌

に
繪

を
か

い
て
居
た

が
其

後

ヴ

エ
ニ

ス
に
住

ん

　

で

居
た
。

氏
は

こ
こ
で

澤
山
畫
★

か

い
た

も
の
だ
。

W
y
l
l
i
e
.
w
 
L
i
o
n
e
l
　

當
年

六
十

二
歳

、
氏
は

特
に

海
を
題
目

に
撰

ん
で

か

　

き
船

乗

の
所

な
ど
は
實

に
面
白

く
か

い
て
あ
る

、
尚

エ
ッ
チ

ン
グ
も

味

　

く
か

い
て
居

る
。

Y
e
a
m
e
s
,
W
 
F
r
e
d
e
r
i
c
k

　

七
十
八
歳
、

四

十
年

以
來

ロ
ー

ヤ
ル
ア
カ
デ

　

ミ
ー
ニ
出

品
を
續

け

て
居

る
、
歴

史
畫

人
物
畫

、
景
色
畫

を
水
繪

及
油

　
繪
で

か

い
て
居

る
、
而

し

て
氏
は
グ

リ

ン
ニ
ツ

チ

の
畫
會

の
監
督
を

も

　

し
て
居

る
。
（
終
り
）

　
　
　
　
非

人

情

の

記
　

　

　

　

　

　

幸
　

雄

　

　

　
　

　

　
一

　
世

の
中

は
刺
戟

が
多

す

ぎ
る
、
悲

し

い
事
、
嬉

し

い
事

、
憎

ら
し

い
事

口
惜

し

い
事

と
後

か
ら
後
か
ら
絶
え

ず

心
を
動

す
事

共

が
連

つ
て
出
て
來

る

の
で
、
僕

の
心
は
靜

か
な
折

と

て
は
な

い
、
苦

い
涙

紅

い
涙
、
涙

は
常

に
洞
く

間
は
無

い
の
で
あ

る
、

世

の
識
者

ら
し

い
人

に
之
を
問

へ
ば
、
『
人


